
認知症地域支援推進員について

１ 認知症地域支援推進員

８名（長寿福祉課、東部地域包括支援センター、西部地域包括支援センター）

２ 認知症地域支援推進員の役割

・地域包括支援センターと共に認知症施策を推進する

・認知症に関する相談対応

・早期発見・適切な医療・介護が受けられるよう支援する

・認知症の正しい知識の普及・啓発

・当事者目線で施策や支援を考える

・医療や介護に携わる人の「認知症」の理解を促進する

・認知症の人や高齢者にやさしい地域づくり

令和６年度
丹波篠山市 認知症地域支援推進員活動報告

報告者氏名：丹波篠山市長寿福祉課 小猿 奈生子



丹波篠山市 認知症施策全体図 丹波篠山市認知症ガイドブックより
（丹波篠山市ホームページにて掲載）





地域共生社会・認知症バリアフリー実現に向けた取り組み

認知症サポーター養成後の具体的活動支援 ～チームオレンジ構築に向けて～

立ち上げに向けてヒントとなったこと

地域包括支援センター／ケアマネジャー

介護保険サービス以外の資源やつながり
で本人や家族の「願い」を叶えたい。

社会福祉協議会

認知症のある方への対応に理解のある
見守り支援サポーター※が増えてほしい。

長寿福祉課 認知症サポーターの中には、ボランティ
ア活動を積極的にされている方もいる。
高齢者・障がい者見守り支援ネットワー
ク事業（マメに見守り隊）の協力事業所
との連携や、活動をさらに強化したい。

※見守り支援サポーター：手助けをしてほしい高齢者等とお手伝いをしたい人をそれぞれ会員として登録し、
家事の手伝いや助け合い、さりげない見守りをする活動により高齢者等を支援する事業

R５年度～ 検討開始

認知症サポーターと

本人・家族がニーズ

に合わせてつながり

あえる体制を構築



丹波篠山市チームオレンジ イメージ図 ※令和７年度よりスタート

丹波篠山市チームオレンジは、認知症と思われる初期の段階から、心理面・生活面の支援として、長寿福祉課にコーディネー

ターを配置し、認知症の方の悩みや家族の身近な生活支援ニーズ等と認知症サポーターを中心とした支援者をつなぐ仕組み。

認知症の人と家族の困りごとを早期から継続して地域で支えていける体制づくりを構築していく。

長寿福祉課

支援ニーズとのマッチング
関係機関等との連携体制構築
サポーターへの参加働きかけ

介護者のつどい

認知症カフェ

ふくし
総合相談窓口

認知症初期
集中支援チーム

かかりつけ医

ケア
マネジャー

薬局

自治会等

地域での見守り
市や包括に相談・連絡

見守り支援サポーター ボランティア団体

登録

見守り支援サポーター
コーディネーターによる
本人・家族とのマッチング

社会福祉協議会

見守り・声掛け、
話し相手、外出支援等
孤立しないための関係づくり

認知症サポーター
本人家族

困りごとの
相談等

地域包括支援センター

本人や家族からの
ニーズ把握

認知症サポーター

認知症カフェや
介護者のつどい等
の参加・支援

本人家族

困りごとの
相談等

自分の希望を
叶えたい



丹波篠山市における認知症サポーターの活動の流れ

市民・企業・学校

認知症サポーター

ステップアップ講座
（認知症への理解を深め、活動できる場を知る）

地域での見守り等

キャラバン・メイト
（サポーター養成講座の講師）

見守り支援サポーター
サポート会員

（認知症のある方の家事手伝い等）

認知症カフェ・
介護者のつどい 等

（運営の手伝い等）

受講後アンケートにより
活動の意思確認

丹波篠山市社会福祉協議会

丹波篠山市
東部地域包括支援センター
西部地域包括支援センター

市（長寿福祉課）

認知症サポーター養成講座受講

本人家族

自分の希望を
叶えたい

ボランティア団体 等

その他
関係機関とのつながり

市（長寿福祉課）



認知症サポーター養成講座を受講した方のうち、さらに地域で活動がしてみたいと思っ
ておられる方を対象に、活動できる社会資源を知ることで、次の活動へのヒントが得ら
れ、地域で活動できる認知症サポーターの育成をめざす。

案内チラシ

内 容
・家族介護による体験談
・認知症のある方が見ている世界をバーチャル動画で視聴
・見守り支援サポーターとの交流

認知症サポーターステップアップ講座を開催（年1回）

参加者 地域での認知症サポーター養成講座
           受講者、家族介護者、ボランティア経

験者 等



さいごに

丹波篠山市の推進目標

「認知症と共に笑顔で暮らせるまちに！」

を実現するためのツールとして、チームオレンジを活用していきます。

具体的には…

社会福祉協議会、地域包括支援センター、長寿福祉課がそれぞれ「あん
なことできたらいいな」「こんなところがあったらいいな」という声を拾い、とことん
共有

自由な発想で本人らの願いを叶えるための方法を考えます。

チームオレンジのパワーアップには、周囲の正しい理解が必要…！
引き続き、認知症サポーター養成講座をとおして、「お互いさま」を
キーワードに、まずはあいさつから、ゆるいつながりを保つことの大切さを、
地域の方々へ伝え続けます。
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